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本計画書は、港湾法第三条の三の規定に基づき、 

・平成 5年 10 月  兵庫県港湾審議会 

・平成 5年 11 月  港湾審議会第 147 回計画部会 

 

の議を経、その後の変更については 

 

・平成 12 年 4 月 兵庫県港湾審議会 

・平成 13 年 10 月 兵庫県港湾審議会 

・平成 14 年 3 月 兵庫県港湾審議会 

・平成 15 年 12 月 兵庫県港湾審議会 

・平成 18 年 11 月 兵庫県港湾審議会 

・平成 22 年 10 月 兵庫県港湾審議会 

・平成 27 年 11 月 兵庫県港湾審議会 

 

の議を経、姫路港の港湾計画を改訂するものである。 
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Ⅰ 港湾計画の方針 

（１）姫路港の沿革・要請 

姫路港は瀬戸内海の東部、播磨灘のほぼ中央に位置し、古くから

播磨地域における物流・人流の拠点として栄えた。 

 昭和 26 年に重要港湾に指定され、その後、播磨地区が工業整備特

別地域に指定されたのに伴い、その中核をなす港湾として、諸機能

の整備充実が着実に進められ、昭和 42年には特定重要港湾に、平成

23年には国際拠点港湾に指定され、鉄鋼や化学産業等の製造業、電

気・ガス等のエネルギー産業が集積する工業港として、地域経済の

発展に重要な役割を果たしている。 

 平成 29 年における本港の取扱貨物量は化学工業品、金属機械工業

品、鉱産品を中心に外貿 2,118 万トン、内貿 1,340 万トン、合計 

3,458 万トンとなっている。 

 本港を取り巻く情勢は大きく変化しており、バルク貨物船の大型

化や製造業の国内回帰が進展している。また、少子高齢化や東京へ

の一極集中等に対し、地域の活力を維持する地域創生の推進が求め

られている。 

 このため、背後の播磨工業地帯を支える港としての物流機能の強

化や産業の活性化、雇用創出に資する工場や物流施設の立地促進等

を図る必要がある。 

 また、海上交通の玄関口として家島諸島と小豆島への定期船が就

航する飾磨・須加地区については、インバウンドやクルーズ需要の
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増加等に対応し、交流人口の更なる拡大とにぎわいの創出が求めら

れている。 

 さらに、瀬戸内海環境保全特別措置法の改正に伴い、生物の多様

性及び生産性が確保された「豊かな海」の創出が求められており、

現存する貴重な自然海岸の保全や、埋立等により消失した干潟・浅

場・藻場の再生を促進していく必要がある。 

 

（２）港湾計画の方針 

姫路港がこれからも地域を牽引する港としての役割を果たしてい

くため、「物流・産業」「交流・生活」「自然・環境」「安全・安心」

の４つの機能が融合した活気ある港の実現を目指し、令和１０年代

半ばを目標年次として以下の方針を定め、港湾計画を改訂する。 

 

○（物流・産業）播磨の産業を支える物流・生産拠点 

としての港づくり 

播磨工業地帯の産業活動を支える、貨物需要に対応した物流機

能の強化や、産業用地としての機能を向上させるためのインフラ

整備を図り、利用者から選ばれる使いやすい港を目指す。 

また、地域経済の活性化と港湾の利用促進のため、時代の要請

に柔軟に対応できる開発空間を確保する。 

○（交流・生活）豊富な観光資源を活用し、交流促進を 

支える港づくり 

姫路港と周辺の観光資源との連携やクルーズ船の受入環境の
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充実、定期旅客船利用者の利便性向上を図り、交流人口の拡大に

資する海のエントランス整備を進める。 

○（自然・環境）環境の改善・自然環境の創出に資する港づくり 

人と自然との共生を図り、豊かな環境を健全な状態で将来世代

に継承していくため、自然海岸の保全や干潟・藻場・浅場の造成

による自然環境の創出を図る。 

○（安全・安心）安全なくらし・産業を守る港づくり 

大規模地震発生時における緊急物資輸送等に対応するため、耐

震強化岸壁を拠点とする輸送体制を構築する。また、南海トラフ

地震により甚大な被害が予想される大阪湾のバックアップ機能の

確保を目指す。 

 

（３）港湾空間のゾーニング 

以上の方針のもと、「物流・産業」「交流・生活」「自然・環境」「安

全・安心」の多様な機能を配置し、効率性、快適性、安全性の高い

港湾空間を形成するため、港湾空間を以下のように利用する。 

＜物流関連ゾーン＞ 

○広畑地区、須加地区、中島地区は外内貿バルク貨物の取扱拠点

として貨物需要に対応した物流機能の強化を図るエリアとす

る。 

○広畑地区、浜田地区等の一部は、コンテナ貨物の神戸港との国

際フィーダー輸送を促進するエリアとする。 
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 ＜エネルギー関連ゾーン＞ 

○妻鹿地区、妻鹿日田地区は、関西の電力・ガスの供給拠点とし

て今後もその機能を維持していくエリアとする。 

 ＜生産ゾーン＞ 

○妻鹿日田地区以西の産業活動が行われている箇所は、地域の活

力源として今後もその機能を維持していくエリアとする。 

○網干沖地区、浜田地区等は海面埋立を行い、産業用地を確保し

ていくエリアとする。 

＜交流拠点ゾーン＞ 

○飾磨地区、須加地区の一部は海の玄関口としてふさわしい、景

観の創出とふ頭用地の適正利用により利便性向上と快適な空

間の形成を図るエリアとする。 

○網干地区の一部は、親水空間としてにぎわい空間を創出してい

くエリアとする。 

＜環境保全ゾーン＞ 

○大塩～白浜地区は積極的に自然環境の維持・創出を推進するエ

リアとする。 
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Ⅱ 港湾の能力 

目標年次(令和１０年代半ば)における取扱貨物量、船舶乗降旅客数

等を次のように定める。 

 

取

扱

貨

物

量 

外   貿 ２,４９５万トン 

内   貿 

（うちフェリー） 

１,３９８万トン 

（７８万トン） 

合   計 ３,８９３万トン 

船 舶 乗 降 旅 客 数 等 ６０万人 
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Ⅲ 港湾施設の規模及び配置 

1 公共埠頭計画 

1-1 浜田地区 

既定計画どおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

需要の変化に伴い、以下の既定計画を削除する。 

 

 

 

 

  

既定計画 

水深７．５ｍ  岸壁１バース 延長１３０ｍ 

埠頭用地１ｈａ（荷さばき施設用地及び保管施設用地） 

既定計画 

水深１０ｍ   岸壁１バース 延長１８５ｍ （既設） 

西部岸壁南 

水深７．５ｍ  岸壁１バース 延長１３０ｍ （既設） 

西部岸壁北 

埠頭用地９ｈａ（うち２ｈａ既設） 

（荷さばき施設用地及び保管施設用地） 
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1-2 網干沖地区 

需要の変化に伴い、以下の既定計画を削除する。 

 

 

 

 

 

 

1-3 広畑地区 

非金属鉱物等の外内貿貨物を取り扱うため、公共埠頭を次のと

おり計画する。 

 

水深１４ｍ 岸壁２バース 延長５２０ｍ（うち２８０ｍ既設） 

［既定計画の変更計画］広畑２，３号 

埠頭用地１２ｈａ （うち６ｈａ既設） 

（荷さばき施設用地及び保管施設用地）    ［既定計画］ 

 

 
 
 
 
 
 
 
  

既定計画 

水深１２ｍ  岸壁２バース 延長４８０ｍ 

水深７．５ｍ  岸壁２バース 延長２６０ｍ 

水深５．５ｍ  岸壁３バース 延長３００ｍ 

埠頭用地２８ｈａ（荷さばき施設用地及び保管施設用地） 

既定計画 

水深１４ｍ 岸壁２バース 延長５６０ｍ 

（うち２８０ｍ既設）広畑２，３号 

埠頭用地１２ｈａ（うち６ｈａ既設） 
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1-4 須加地区 

雑工業品等の内貿貨物を取り扱うため、公共埠頭を次のとおり

計画する。 

 

水深３．５ｍ 物揚場 延長１８２ｍ 

［既設の変更計画］飾磨１，２号 

 
 
 

 
 
 
 

なお、需要の変化に伴い、次の既設の施設を廃止する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

既設 

水深３．５ｍ 物揚場 延長２１０ｍ 飾磨１，２号 

既設 

水深５ｍ    岸壁１バース 延長８０ｍ 飾磨１号 

水深７．５ｍ  岸壁１バース 延長１３５ｍ 飾磨２号 
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1-5 中島地区 

金属くず等の内貿貨物を取り扱うため、公共埠頭を次のとおり

計画する。 

 

水深１２ｍ  岸壁２バース 延長４８０ｍ 

（既設）中島３，４号 

水深７．５ｍ  岸壁２バース 延長２６０ｍ 

 （既設）中島１，２号 

埠頭用地１６ｈａ （うち１３ｈａ既設） 

（荷さばき施設用地及び保管施設用地） 

［既設の変更計画］ 

 

 

 

 

 

 

 

  

既設 

水深１２ｍ  岸壁２バース 延長４８０ｍ 中島３，４号 

水深７．５ｍ 岸壁２バース 延長２６０ｍ 中島１，２号 

埠頭用地１３ｈａ（荷さばき施設用地及び保管施設用地） 
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2 公共埠頭計画及び旅客船埠頭計画 

2-1 須加地区 

金属機械工業品や化学工業品等の外内貿貨物を取り扱うとと

もに、クルーズ需要の増大に対応するため、公共埠頭計画及び旅

客船埠頭計画を次のとおり計画する。 

 

水深１０ｍ 岸壁２バース 延長３４０ｍ（既設） 

［既設の変更計画］飾磨３，４号 

埠頭用地２ｈａ 

（荷さばき施設用地及び保管施設用地、旅客施設用地） 

［既設の変更計画］ 

 

 

 

 

  

既設 

水深１０ｍ 岸壁２バース 延長３４０ｍ 飾磨３，４号 

埠頭用地２ｈａ（荷さばき施設用地及び保管施設用地） 
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3 フェリー埠頭計画 

3-1 須加地区 

離島フェリー輸送の需要に対処するため、フェリー埠頭を次のと

おり計画する。 

 

水深４．５ｍ 岸壁１バース 延長８５ｍ ［新規計画］ 

 

なお、これに伴い、以下の施設を撤去する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

既設 

水深４ｍ 岸壁１バース 延長７８ｍ（専用） 
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4 旅客船埠頭計画 

4-1 須加地区 

   小型旅客船の需要に対処するため、旅客船埠頭を次のとおり計

画する。 

 

 小型桟橋 ３基 ［既設の変更計画］ 

 

 

 

 

  

既設 

小型桟橋 ２基 
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5 危険物取扱施設計画 

5-1 広畑地区 

立地企業の要請に基づき、以下の既定計画を削除する。 

 

 

 

 

5-2 妻鹿日田地区 

立地企業の要請に基づき、以下の既定計画を削除する。 

  

既定計画 

水深５．５ｍ ドルフィン２バース（専用） 

 

既定計画 

水深８ｍ ドルフィン１バース（専用） 

水深７．５ｍ ドルフィン２バース（専用） 

水深５．５ｍ ドルフィン１バース（専用） 

水深４．５ｍ ドルフィン１バース（専用） 
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6 専用埠頭計画 

6-1 網干地区 

既定計画どおりとする。 

 

 

 

    

6-2 広畑地区 

既定計画どおりとする。 

 

 

 

 

6-3 中島地区 

既定計画どおりとする。 

 

 

 

 

 

  

既定計画 

水深５．５ｍ  岸壁１バース 延長１１０ｍ 

既定計画 

水深７．５ｍ  岸壁１バース 延長３００ｍ 

既定計画 

水深９ｍ  岸壁１バース 延長２００ｍ 
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7 水域施設計画 

係留施設を含む埠頭の計画に対応して、航路、泊地及び航路・泊

地を次のとおり計画する。 
 

7-1 航路 

既定計画どおりとする。 

 

 

 

 

公共埠頭計画の見直しに伴い、以下の既定計画を削除する。 

 

 

 

 

  

既定計画 

広畑航路 水深１７ｍ 幅員４００ｍ（うち３５０ｍ既設） 

既定計画 

網干航路 水深１２ｍ 幅員３００ｍ 
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7-2 泊地 

広畑地区 

 水深１４ｍ  面積１ｈａ 

［既定計画の変更計画］ 

 

 

 

公共埠頭計画の見直しに伴い、以下の既定計画を削除する。 

 

 

 

 

 

 

 

  

既定計画 

網干沖地区 

水深１２ｍ  面積３ｈａ 

水深７．５ｍ 面積１ｈａ 

水深５．５ｍ 面積２ｈａ 

既定計画 

水深１４ｍ  面積１ｈａ 
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7-3 航路・泊地 

広畑地区 

 水深１４ｍ  面積５９ｈａ（工事中）[既設の変更計画] 

 水深９．５ｍ  [既設の変更計画] 

 

 

 

既定計画どおりとする。 

 

 

 

 

 

 

公共埠頭計画の見直しに伴い、以下の既定計画を削除する。 

 

  
既定計画 

浜田地区  

水深７．５ｍ 面積３ｈａ 

網干沖地区 

水深１２ｍ  面積２３ｈａ 

水深７．５ｍ 面積１ｈａ 

既設 

水深１４ｍ  面積６０ｈａ 

既定計画 

広畑地区 

水深１７ｍ  面積１３ｈａ 

中島地区 

水深９ｍ   面積３ｈａ 
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8 外郭施設計画 

港内の静穏及び船舶航行の安全を図るとともに、航路、泊地等

の埋没を防止するため、外郭施設を次のとおり計画する。 

8-1 防波堤 

飾磨地区 防波堤   延長２００ｍ     ［新規計画］ 

的形地区 防波堤   延長２６６ｍ （既設）［新規計画］ 

 

既定計画どおりとする。 

 

 

 

公共埠頭計画の見直しに伴い、以下の施設を廃止する。 

 

 

 

公共埠頭計画の見直しに伴い、以下の既定計画を削除する。 

 

 

 

 

  

既設 

網干沖地区 防波堤 延長４８２ｍ 

既定計画  

吉美西防波堤 延長３００ｍ 

吉美東防波堤 延長５００ｍ 

既定計画 

浜田地区 西防波堤 延長２５０ｍ 
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8-2 防砂堤 

既定計画どおりとする。 

 

 

 

マリーナ計画の削除に伴い、以下の既定計画を削除する。 

  
既定計画  

的形地区 防砂堤 延長１２０ｍ 

既定計画  

妻鹿日田地区 防砂堤 延長６００ｍ 
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9 小型船だまり計画 

既定計画どおりとする。 

 

  

既定計画  

網干地区 

航路 水深２ｍ 幅員７０ｍ  

物揚場 水深２ｍ 延長１９０ｍ （既設） 

ふ頭用地 １ｈａ （既設） 

福泊地区 

物揚場 水深２ｍ 延長８８ｍ（うち４４ｍ既設） 

船揚場 延長１５ｍ 

埠頭用地０．３ｈａ（うち０．１ｈａ既設）］ 
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10 マリーナ計画 

10-1 的形地区 

海洋性レクリエーションの需要の変化に伴い、以下の既定計画

を削除する。 

  

既定計画  

泊地  水深３ｍ 面積６ｈａ  

防波堤 延長７９０ｍ 

小型桟橋 ５基 

物揚場 水深３ｍ 延長１５０ｍ 

船揚場 延長３０ｍ 

レクリエーション施設用地 面積２４ｈａ 

緑地 面積３ｈａ 
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11 臨港交通施設計画 

港湾における交通の円滑化を図るとともに、港湾と背後地域と

を結ぶため、臨港交通施設を次のとおり計画する。 

11-1 道路 

臨港道路広畑線 ［既設の変更計画］ 

 起点 広畑地区 公共埠頭 

 終点 市道広畑６０号線 ２～４車線  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

既設 

臨港道路広畑線 

起点 広畑地区 公共埠頭 

終点 市道広畑６０号線 ２車線 
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既定計画どおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マリーナ計画の変更に伴い、以下の既定計画を削除する。 

 

 

  

  

既定計画 

臨港道路的形マリーナ線 

起点 的形マリーナ 

終点 都市計画道路海岸線 ２車線 

既定計画  

臨港道路網干沖南１号線 

起点 網干沖地区緑地 

終点 臨港道路網干沖線 ２車線 

臨港道路網干沖南２号線  

起点 網干沖地区緑地 

終点 臨港道路網干沖南１号線 ２車線  

臨港道路網干沖線 

起点 臨港道路網干線  

終点 臨港道路広畑線 ２～４車線 

臨港道路吉美線 

起点 臨港道路広畑線 

終点 市道幹３７号線 ２車線 

臨港道路福泊港線  

起点 福泊船だまり 

終点 市道的形３２号線 １車線 
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Ⅳ 港湾の環境の整備及び保全 

1 自然的環境を整備又は保全する区域 

（１）自然的環境を保全する区域 

  福泊地区の自然海岸及び自然海浜、並びに的形地区の自然海浜

において、人と自然が共生する良好な港湾環境の形成を図るため、

「自然的環境を保全する区域」を次のとおり計画する。 

 

  福泊地区、的形地区において「自然的環境を保全する区域」を

定める。 

 

  



 ― 25 ―

2 廃棄物処理計画 

本港において処理する廃棄物の種類及び量並びに処理施設用地に

ついて、以下のとおり計画する。   

（１）港湾及びその周辺において発生の見込まれる浚渫土砂等合計

１００万ｍ３を廃棄物埋立護岸により埋立処分するため、次の

とおり海面処分・活用用地を計画する。 

 

  浜田地区 海面処分・活用用地 ２１ｈａ 

［既定計画の変更計画］ 

 

なお、廃棄物の処理の終了した用地については､埠頭用地  

３ｈａ、工業用地１８ｈａとして土地利用を図る。 

 

 

 

 

  

既定計画 

海面処分用地 面積１８ｈａ 
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（２）港湾及びその周辺において発生の見込まれる浚渫土砂等合計

１７６万ｍ３を廃棄物埋立護岸により埋立処分するため、次の

とおり海面処分・活用用地を計画する。 

 

  網干沖地区  海面処分・活用用地 ２８ｈａ   

［既定計画］ 

 

なお、廃棄物の処理が終了した用地については、工業用地２３

ｈａ、緑地２ｈａ、交通機能用地３ｈａとして土地利用を図る。 

      ［既定計画の変更計画］ 

 

 

 

 

 

 

 

  

既定計画 

 廃棄物処理・活用用地 面積２８ｈａ 

なお、廃棄物の処理が終了した用地については、港湾関連用

地２３ｈａ、緑地２ｈａ、交通機能用地３ｈａとして土地利用

を図る。 
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（３）港湾及びその周辺において発生の見込まれる浚渫土砂等合計

２４４万ｍ３を処理するため、次のとおり海面処分用地を計画

する。 

 

 網干沖地区 海面処分用地 ３４ｈａ ［既定計画の変更計画］ 

 

 

 

 

 

 

  

既定計画 

廃棄物処理・活用用地 面積３４ｈａ 

 なお、廃棄物の処理が終了した用地については、埠頭用地２

８ｈａ、緑地５ｈａ、交通機能用地１ｈａとして土地利用を図

る。 
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3 港湾環境整備施設計画 

 本港において良好な港湾の環境の形成を図るため、港湾環境整備

施設について以下のとおり計画する。 

 

（１）港と親しむ快適な水際空間を創出するための緑地を次のとお

り計画する。 

 

  網干沖地区 緑地 １９ｈａ（うち１７ｈａ工事中） 

［既定計画の変更計画］ 

  飾磨地区  緑地 １ｈａ        ［既定計画］ 

  中島地区  緑地 ７ｈａ 

（うち２ｈａ既設、４ｈａ工事中）［既設の変更計画］ 

 

 

 

 

 

 

マリーナ計画の変更に伴い、以下の既定計画を削除する。 

 

 

 

 

既定計画 

網干沖地区 緑地   ２４ｈａ（うち１７ｈａ工事中） 

飾磨地区  緑地  １ｈａ 

既設 

 中島地区  緑地   ７ｈａ（うち４ｈａ工事中） 

既定計画 

的形地区 緑地   ３ｈａ 
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（２）生態系に配慮した干潟、藻場、浅場等の造成により、良好な

環境を創造するため、海浜を次のとおり計画する。 

 

  浜田地区   海浜     １，５００ｍ  ［新規計画］ 

 

既定計画どおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

  

既定計画 

大塩地区 海浜     １，１５０ｍ 
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Ⅴ 土地造成及び土地利用計画 

  港湾施設の計画に対応するとともに、多様な機能が調和し、連

携する質の高い港湾空間の形成を図るため、土地造成計画、土地

利用計画及び海浜計画を次のとおり計画する。 

 

1 土地造成計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１）（ ）は、港湾の開発、利用及び保全並びに港湾に隣接する区域の保全に、

特に密接に関連する土地造成計画で内数である。 
注２）端数整理のため、内訳の和は必ずしも合計とはならない。 

 

 

 

 

（単位：ha）

埠
頭
用
地

工
業
用
地

交
通
機
能
用
地

緑
地

海
面
処
分
用
地

合
計

(1) (1)
1 1

(6) (28) (34)
6 28 34

(1) (1)
1 1

(23) (2) (2) (34) (61)
23 2 2 34 61

(3) (18) (21)
3 18 21

(9) (69) (2) (2) (34) (116)
9 69 2 2 34 116

計

網干沖

浜　田

網　干

広　畑

福　泊

用途

地区名
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2 土地利用計画 

 
注１）（ ）は、港湾の開発、利用及び保全並びに港湾に隣接する区域の保全に、

特に密接に関連する土地利用計画で内数である。 
注２）端数整理のため、内訳の和は必ずしも合計とはならない。 

（単位：ha）

埠
頭
用
地

港
湾
関
連
用
地

交
流
厚
生
用
地

工
業
用
地

都
市
機
能
用
地

交
通
機
能
用
地

緑
地

海
面
処
分
用
地

合
計

(1) (67) (1) (68)

1 67 1 68

(1) (1) (1) (1) (2)

1 1 1 1 2

(186) (186)

186 10 1 197

(71) (71)

71 8 80

(16) (11) (210) (7) (7) (251)

16 11 210 9 7 252

(7) (3) (46) (3) (2) (61)

7 3 46 3 2 61

(43) (11) (1) (3) (2) (59)

43 11 1 3 2 59

(11) (4) (67) (1) (83)

11 4 67 1 83

(15) (622) (8) (1) (646)

15 622 8 1 646

(2) (86) (2) (90)

2 86 2 90

(4) (92) (8) (104)

4 92 8 104

(2) (34) (8) (22) (34) (100)

2 34 60 8 22 34 159

(9) (16) (111) (3) (139)

9 16 111 3 139

(1) (1)

1 1

(101) (49) (71) (1,525) (37) (41) (34) (1,859)

101 49 71 1,525 70 37 50 34 1,937

浜　田

計

苅　屋

吉　美

網　干

網干沖

須　加

入　船

広　畑

飾　磨

中　島

妻　鹿

妻　鹿
日　田

福　泊

大　塩

用途

地区名
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既定計画 

単位：ｍ 
用途 

地区名 海浜 

大塩地区 （１，１５０） 
１，１５０ 

合計 （１，１５０） 
１，１５０ 

 

3 海浜計画 

            単位：ｍ       
用途 

地区名 海浜 

浜田地区 （１，５００） 
１，５００ 

大塩地区 （１，１５０） 
１，１５０ 

合計 （２，６５０） 
２，６５０ 

注１）（ ）は、港湾の開発、利用及び保全並びに港湾に隣接する区域の保全に、特に

密接に関連する海浜計画で内数である。 
注２）端数整理のため、内訳の和は必ずしも合計とはならない。 
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Ⅵ 港湾の効率的な運営に関する事項 

［港湾の効率的な運営に関する事項］ 

  浜田地区、網干沖地区、吉美地区、広畑地区、入船地区、飾磨

地区、須加地区及び中島地区において、港湾利用やサービス向上

を図るため、港湾利用者のニーズを十分に把握し、効率的な運営

体制の確立に取り組む。 
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Ⅶ その他重要事項 

1 国際海上輸送網又は国内海上輸送網の拠点として機能するため

に必要な施設 

  今回計画されている施設及び既に計画されている施設のうち、

本港が国際海上輸送網又は国内海上輸送網の拠点として機能する

ために必要な施設は以下のとおりである。 

 

広畑地区 

広畑航路 水深１７ｍ 幅員４００ｍ（うち既設３５０ｍ） 

 ［既定計画］ 

航路・泊地 水深１７ｍ 面積４３ｈａ（うち既設３０ｈａ） 

［既定計画］ 

 水深１４ｍ 面積５９ｈａ（工事中）［既定計画］ 

泊地 水深１４ｍ 面積３ｈａ（うち既設１ｈａ）［既定計画］ 

岸壁２バース 水深１４ｍ 延長５２０ｍ（うち既設２８０ｍ） 

 ［既定計画の変更計画］ 

 

臨港道路広畑線 ［既設の変更計画］ 

 起点 広畑地区 公共埠頭 

 終点 市道広畑６０号線 ２～４車線 

臨港道路網干沖線 ［既定計画］ 

 起点 臨港道路網干線 

 終点 臨港道路広畑線 ２～４車線  
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2 港湾施設の利用 

（１） 物資補給等のための施設 

貨物船、作業船等の待機並びに物資補給の用に対応するため、

既存施設を有効に活用し、物資補給等のための施設を次のとおり

計画する。 

 

須加地区 

水深７．５ｍ 岸壁３バース 延長３９０ｍ（物資補給岸壁） 

［既設］船場川１０～１２号 
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3 その他港湾の開発、利用及び保全に関する事項 

（１） 橋梁の桁下空間の確保 

港湾を利用する船舶の航行上支障がないよう、橋梁の桁下空間

を次のとおり計画する。 

 

橋梁名（仮称） 確保する桁下空間 

吉 美 大 橋 

（臨港道路 網干沖線） 

中央部 幅 ２２０ｍ 

高さ  Ｎ.Ｈ.Ｈ.Ｗ.Ｌ.  ＋３０ｍ 

注) Ｎ.Ｈ.Ｈ.Ｗ.Ｌ.は略最高高潮面であり、Ｄ.Ｌ. ＋１．８５ｍ

とする。 

吉美大橋（仮称）桁下空間略図 
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（２） 放置等禁止区域の指定 

姫路港において、港湾区域を安全かつ円滑に利用することがで

きるよう、以下のとおり、放置等禁止区域が定められている。 

 

・放置等禁止区域の範囲 

  元川、中川、揖保川、網干川、大津茂川、汐入川、夢前川、

水尾川、船場川、野田川、八家川の河川水面並びに、的形地

区公有水面の一部 
 

（３） 将来構想 

網干沖地区の岸壁、航路、泊地については、将来の貨物需要に

対応するため将来構想とし、今後、その具体化を検討する。 

 

（４） 廃棄物処理への対応 

廃棄物の処分用地を確保するため、広畑地区の３４ｈａの土地

造成において、浚渫土砂及び陸上残土２８９万ｍ３の廃棄物の処

理を計画する［既定計画］ 

 


